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 要  旨 
大学の研究室や企業の部署などのコミュニティは，各メンバが様々な役割を協調的に遂行する
ことによって構成・維持される実践的コミュニティの一形態であると言える．このような実践的
コミュニティでは，真正な（authentic）活動への参加を通じて，活動に必要な知識やスキルをメ
ンバ間で持続的に共有し学びあうことで，活動そのものを学習し，知識やスキルを洗練する．こ
うした実践的コミュニティを支援するオンライン環境では，真正な活動を通じて得られる活動ロ
グを蓄積・活用させることを主な目的とし，そのためにいかに蓄積・活用させるかが重要な課題
となっている．特に，活動ログという形式で通常蓄積される知識はオンライン環境に埋もれてし
まい，活用されないままとなるケースが少なくない．本研究でも，大学などの研究コミュニティ
を対象として，研究活動から得られる知識やスキル（研究知）を研究ログとして表現・蓄積する
とともに持続的な進化を図る Hyperblogシステム[1]を開発してきたが，研究コミュニティメンバ
間で研究ログの活用を促進することが難しいという問題を確認している． 
そこで，本研究ではHyperblogシステムを題材として，オンライン支援環境に蓄積されたログ
情報の典型的な探索例である探索スキーマを定義，研究コミュニティメンバに提供することで，
真正な活動に有用と考えられる研究知の活用を活性化する手法（Scaffolding）を提案する．研究
ログの探索スキーマは，研究コミュニティメンバであるユーザの探索目的によって 4 つに分類さ
れ，それぞれ異なる探索手続き・タスクを有する．本研究では，これらの探索スキーマに基づい
て，Hyperblog システムにおける研究ログ探索を支援するためのユーザインタフェイスを開発し
た．  
また，本研究では，定義した探索スキーマと支援ユーザインタフェイスを実装した Hyperblog
システムを用いて，筆者らの研究室で長期間Hyperblogシステムを運用した評価実験を行った．
その結果，実験期間を通して探索スキーマが利用され，有用な研究ログの探索，過去の研究ログ
の活用が促進されるという傾向が得られた．一方で，研究ログ探索スキーマを利用した探索を支
援するユーザインタフェイスに，支援として不十分な点が一部に確認された．そこで，本研究で
は，不十分さが確認された支援ユーザインタフェイスについて再検討を行い，より有用な研究ロ
グの探索が活性化されるように適切な支援ユーザインタフェイスを提案する． 
 
